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ビジネスフロー編

（（（（参考参考参考参考））））未完成未完成未完成未完成
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プロセスモデル（業務フロー）

• 表記上表記上表記上表記上のののの制約条件制約条件制約条件制約条件
– AsIs,ToBe,Realizeモデルモデルモデルモデル共通共通共通共通

• アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ（（（（業務処理業務処理業務処理業務処理））））のののの単位単位単位単位がががが関係者間関係者間関係者間関係者間でででで認知認知認知認知されていることされていることされていることされていること。。。。

– AsIs,Realizeモデルモデルモデルモデル
• システムシステムシステムシステムとのとのとのとの関係関係関係関係がががが明確明確明確明確になっていることになっていることになっていることになっていること

– システムレーンシステムレーンシステムレーンシステムレーンをををを設設設設けるかけるかけるかけるか、、、、アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティでででで識別表現識別表現識別表現識別表現できるできるできるできる事事事事

• システムシステムシステムシステムのののの入出力入出力入出力入出力がががが明確明確明確明確であることであることであることであること
– できるだけできるだけできるだけできるだけ業務担当業務担当業務担当業務担当にににに理解理解理解理解しやすいしやすいしやすいしやすいメタファメタファメタファメタファ（（（（帳票帳票帳票帳票・・・・画面画面画面画面））））をををを利用利用利用利用

– ToBeモデルモデルモデルモデル
• 概念概念概念概念モデルモデルモデルモデルとのとのとのとの関係関係関係関係がががが明確明確明確明確になっていることになっていることになっていることになっていること

– ＴｏＢｅＴｏＢｅＴｏＢｅＴｏＢｅモデルモデルモデルモデルではではではでは、、、、画面画面画面画面・・・・帳票帳票帳票帳票などはなどはなどはなどは抽象化抽象化抽象化抽象化されたされたされたされた概念概念概念概念オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトとしてとしてとしてとして
表現表現表現表現されるされるされるされる

» 概念概念概念概念オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトのののの妥当性妥当性妥当性妥当性ががががモデルモデルモデルモデル上上上上でででで検証検証検証検証できることできることできることできること
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まずはUMLアクティビティ図から

• まずはUMLのアクティビティ図を使って業務の流れと

システムの関係を捉えます。

• アクティビティ図とは、業務や処理のフローを記述する
ための図のことです。

• アクティビティとは１個以上の業務処理を意味のある
単位にグルーピングしたもので下記のように記述しま
す。

アクティビテ
ィー名

6

アクティビテ
ィー名

[ x > 0 ] [ else ]

ＵＭＬアクティビティ図

初期状態初期状態初期状態初期状態

分岐分岐分岐分岐
注：中には何も書かない

ガードガードガードガード条件条件条件条件
鉤括弧内をブーリアン

で評価

マージマージマージマージ

ジョインジョインジョインジョイン

フォークフォークフォークフォーク
分割された数のスレッド
が並行に処理される

アクティビアクティビアクティビアクティビ
ティティティティ

最終状態最終状態最終状態最終状態
注：複数個 定義可能



4

7

ＵＭＬアクティビティ図の例

発送する

商品在庫を確
認する

注文を受け付
ける

請求書を送付
する

注文をクローズ
する

納品を確認する

支払いを確認
する

経理経理経理経理営業営業営業営業在庫在庫在庫在庫センターセンターセンターセンター

縦線を引いて、
部門間を区分
けできます。こ
れを「レーンレーンレーンレーン」
と呼びます

8

業務プロジェクトに向けて追加した表記部分

発送する

商品在庫を確
認する

注文を受け付
ける

請求書を送付
する

注文をクローズ
する

納品を確認する

支払いを確認
する

経理経理経理経理営業営業営業営業在庫在庫在庫在庫センターセンターセンターセンター

Ｃ
工
程

Ａ
工
程

Ｂ
工
程

業務工程業務工程業務工程業務工程
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業務プロジェクトに向けて改善した表記部分

発送する

商品在庫を確
認する

注文を受け付
ける

請求書を送付
する

注文をクローズ
する

納品を確認する

支払いを確認
する

経理経理経理経理営業営業営業営業在庫在庫在庫在庫センターセンターセンターセンター

Ｃ
工
程

Ａ
工
程

Ｂ
工
程

システムシステムシステムシステム

Ｚ
シ
ス
テ
ム

システムシステムシステムシステム
レーンレーンレーンレーン

システムシステムシステムシステム

帳票帳票帳票帳票

入出力入出力入出力入出力

出力出力出力出力

10

業務モデリング例
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アクティビティの粒度

• アクティビティという単位は次のような基準で決まります。
– １個以上の作業から構成される意味のある一塊の作業まとまり
– アクティビティは、業務処理を意味のある単位でグルーピングしたもの

• 例：「指示書の確認」というアクティビティは、下記をまとめたものです。下記
は指示書中に確認すべき情報がまとめられており、作業的に切り離しでき
ません。
– 検体数の確認
– 材料の確認
– 受付コメントの確認

• 基準：新人に自分の業務を指導する際に分かりやすい、業務概念の単位

– この時、「１．検体数の確認」もアクティビティと考えることができますが、
このレベルでは、作業を理解する上で細かすぎるという問題があります。

指示書の確認

1.検体数の確認
2.材料の確認
3.受注コメントの確認

12

アクティビティ(粒度の基準)

– 同じ業務上の役割（作業者が一人）で行える単位
• 例：「Ａ、Ｂ、Ｃの準備」は、３つに分かれるかもしれない。

– 同じタイミング（ライフサイクル）で行う業務単位
• 異なるタイミングで行うものは一つのアクティビティにしない。

• 並行的に進められる作業を一つのアクティビティにしない。

Ａ、Ｂ、Ｃの準備

Ａの準備 Ｃの準備 Ｂの準備

Ａの準備

Ｃの準備

Ｂの準備

処理の順番に
意味がある

並行に処理すれば
効率化が図れる部
分がある
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ステレオタイプ

• ステレオタイプは、アクティビティのスーパーク
ラスを示します。スーパークラスを示すことで、
個々のアクティビティを抽象化することができ、
それが理解を深めるものであれば、ステレオタ
イプをつけます。

<<機械処理>>

オートモード

<<機械処理>>

マニュアルモード

（例）

14

ステレオタイプの詳細化

• ステレオタイプは、アクティビティを抽象表現したものと書きまし
たが、実際には、集約関係と汎化関係の２つのタイプがありま
す。現段階では、この２つのタイプを差別化していませんが、今
後差別化する際には、下記のように行います。

<<E:機械処理>>

オートモード

<<E:機械処理>>

マニュアルモード

汎化関係汎化関係汎化関係汎化関係のののの例例例例（（（（マニュアルモードマニュアルモードマニュアルモードマニュアルモード、、、、オートモードオートモードオートモードオートモードはははは機械処理機械処理機械処理機械処理のののの一種一種一種一種であるであるであるである））））

機械処理

マニュアルモード オートモード

<<A:データチェック>>

データ整合
<< A:データチェック>>

ナンバリング

集約関係集約関係集約関係集約関係のののの例例例例（（（（ナンバリングナンバリングナンバリングナンバリングととととデータデータデータデータ整合整合整合整合ははははデータチェックデータチェックデータチェックデータチェックのののの部分処理部分処理部分処理部分処理であるであるであるである））））

データチェック

ナンバリング データ整合
注注注注））））説明説明説明説明でででで利用利用利用利用しているしているしているしている名前名前名前名前はははは架空名架空名架空名架空名をををを使用使用使用使用していますしていますしていますしています。。。。
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アクティビティの標準化

• アクティビティ図が複数ある場合、ある程度アクティビ
ティ図が出てきた段階で、アクティビティの標準化を行
います。その後、標準化されたアクティビティによって
アクティビティ図を作成するようにします。
– アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ名名名名のののの調整調整調整調整

• 同じ処理グループを異なるアクティビティ名で表現している場合、
もっとも適切で分りやすいアクティビティ名の方を標準名とします。

– 粒度粒度粒度粒度のののの調整調整調整調整
• 業務ごとに異なる粒度でアクティビティを定義している場合もありま

す。その場合、どちらかの粒度でアクティビティ図を表現するのか決
定します。ただし、業務によっては、他業務よりも詳細なアクティビ
ティを利用する必要があることもあります。その場合は、細かな粒度
での表現も認める必要があります。

16

標準アクティビティ・リスト

• 標準アクティビティ・リストにより、アクティビティの標準
化と粒度の説明を行います。

整合前処理の説明を書きます。

マニュアルモードの説明を書きます。

オートモードの説明を書きます。

説明

整合前処理Ａ：データ整合X工程

マニュアルモードE:機械処理X工程

オートモードE:機械処理X工程

利用
部門

サブアクティビティ名アクティビティ名スーパータイプ工程

注注注注)説明説明説明説明でででで利用利用利用利用しているしているしているしている名前名前名前名前はははは架空名架空名架空名架空名をををを使用使用使用使用していますしていますしていますしています。。。。

スーパータイプは分りやすい場合のみ付与されます。
記述形式 「<<E:xxxxx>>」 or  「<<A:xxxxxx>>」
((通常省略))

アクティビィティ名が記載されます。

工程名を記述します。

アクティビィティが詳細化しなければならない業務のみ、こ
れがアクティビティ名となります。
この場合、アクティビティ名がステレオタイプとして使用さ
れます。（（通常省略））
アクティビティの最小粒度がサブアクティビティとなります。

<<Ａ:データ整合>>

S:整合前処理
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特殊なアクティビティ

• ２人で実行されるアクティビティ

– ★印を付与します

– サブアクティビティの場合

<<読み合わせ>>

★データシート

<<Ａ：読み合わせ>>

★S:データシート

18

分岐

• 分岐は、アクティビティの特殊系（分岐処理をお
こなうアクティビティ）と考えます。
– 分岐条件名がアクティビティとして重要な場合

• 分岐条件名を分岐マークの横に書いてよい

• 重要でない場合は、省略可

再検の確認

Ｃの準備

Ｂの準備
分岐条件

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

Ｃの準備

Ｂの準備

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

再検の確認
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マージ

• マージは、１つの分岐から流れてきた線を元に
戻すために使用します。

Ａ

Ｃ

Ｂ

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

Ｄ

Ｅ

Ｆ

20

マージ

• マージは、１つの分岐から流れてきた線を元に
戻すために使用します。

Ａ

Ｃ

Ｂ

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ´



11

21

マージ

• マージを使用しないケース

– 下記の場合はわかり辛くなるためマージを省略しま
す。

• 戻り処理について

Ａ Ｂ Ｃ

[XX]

[YY]

22

ハイレベル表記

• ここまでの表記法では、どうしても業務を正確
に表すことができない場合は、次から説明する
ハイレベル表記を使用してください。
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ハイレベル 手動による情報の入出力

• アクティビティの結果を情報として記録しておき、後で
他のアクティビティから利用する場合。

• システムと無関係な記録を残す場合は、帳票マークに
向かう線にステレオタイプ<<作成>>を使用します。

Ｄ

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

Ｂナンバリング

ＥＣ

ＸＸ情報

<<作成>>

参照の場合
片方向の点線

参照して更新
双方向点線

<<更新>>

24

ハイレベル手動による情報の入出力

• 判断条件を、情報として記録しておき、後で分
岐条件として利用します。

Ｄ

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

ＢＸＸの判断

Ｅ

Ｆ

[ＺＺの場合]

[ＱＱの場合]

Ｃ

判断条件リスト

<<作成>>

判断条件リストの作成

判断条件の参照
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ハイレベル 手動による情報の入出力

• システムから出力された情報に新たな情報を
書き加える場合

Ｄ

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

ＢA

ＥＣ

帳票名

システムから出力
された帳票

手書き更新
の場合
双方向点線

参照の場合

<<追記>>

26

ハイレベル 手動による情報の入出力

Ｄ

[XXの場合]

[ＹＹの場合]

ＢA

ＥＣ

帳票名

システムから出力
された帳票

<<XX判断の追記>>

• システムから出力された情報に新たに判断条
件を書き加えて利用する場合
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帳票とアクティビティの関係
＜＜ステレオタイプの種別＞＞

• 帳票とアクティビティ

A 帳票名

<<追記>>

A 帳票名

<<作成>>

A 帳票名

参照は省略可

28

業務モデリングの効果
＜現状分析の成果＞

• 業務モデルを構成する業務要素（工程、アク
ティビティ、クラス）について、大まかな内容を得
ることができます。

– 従来は、細かな説明を読み理解してから、業務全
体像を描く必要がありました。

• 標準化された工程とアクティビティを利用するこ
とで、誰が見ても理解できるフローを作成する
ことができます。
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業務モデリングの効果
＜現状分析の成果＞

•登場人物、全体業務フロー、アクティビティ、業務シナリオという順に業務を習得することがで
きます。また、業務に変更が発生した場合は、必要とされるレベルで業務を把握することがで
きます。

•いままでは、詳細な個々の業務処理の流れを理解するしかありませんでした。

工程 検査ホスト NES COⅡB 測定機

検査前帳表 出力
検査前帳表 出力検査前帳表 出力
検査前帳表 出力

ラ ック
ラ ックラ ック
ラ ック 組処 理

組処 理組処 理
組処 理

T IA
T IAT IA
T IA 測定情報作 成

測定情報作 成測定情報作 成
測定情報作 成

測定器 測定
測定器 測定測定器 測定
測定器 測定

再検判断

セットコメン ト
セットコメン トセットコメン ト
セットコメン ト

日替 処理
日替 処理日替 処理
日替 処理

患者情報展 開
患者情報展 開患者情報展 開
患者情報展 開

患者情報生成
患者情報生成患者情報生成
患者情報生成

履歴 情報生成
履歴 情報生成履歴 情報生成
履歴 情報生成

基本情報生成
基本情報
基本情報基本情報
基本情報

患者情 報
患者情 報患者情 報
患者情 報

基本情報展 開
基本情報展 開基本情報展 開
基本情報展 開

履歴 要求情報
履歴 要求情報履歴 要求情報
履歴 要求情報

履歴情報
履歴情報履歴情報
履歴情報

測定情報
測定情報測定情報
測定情報

S TD
S TDS TD
S TD 測定

測定測定
測定

演算判定
演算判定演算判定
演算判定

測定 結果
測定 結果測定 結果
測定 結果

演算結果
演算結果演算結果
演算結果

測定 値選択
測定 値選択測定 値選択
測定 値選択

測定情報送信 測定情報受信

測定値送信

測定結果受信

測定値
測定値測定値
測定値

サン プ ル
サン プ ルサン プ ル
サン プ ル 演算

演算演算
演算

患者
患者患者
患者 TB L

TB LTB L
TB L

検
査
前
処
理

測
定
準
備
処
理

測
定
・
当
日
再
検

患
者
履
歴
情
報
取
得

履歴情報送信
患者情報受信

報告 情報
報告 情報報告 情報
報告 情報

報告処理報告受信

基幹報告

最終状態
最終状態最終状態
最終状態 最終状態

最終状態最終状態
最終状態

デ
ー
タ
処
理

報
告
日
替
わ
り

Y

N

検体分注１．検体分注
(1)自動分注機始動準備

(2)ｻﾝﾌﾟﾙｶｯﾌﾟへのﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

(3)ｘｘの３ケタを照合する

2.ＸＸＸＸＸＸＸＸ
(1)xxxxxxx

(2)xxxxxxx

標準化された
アクテビティのレベル

業務フローのレベル

業務シナリオのレベル 粒度の調整
粒度を調整すると同じアクティビティとして認識できるものがでてきます

ＸＹＺ

ＡＢＣ

ＡＣＡＢＣ

ＡＢＣ

30

業務モデリングの効果
＜戦略分析の成果＞

業務引継ぎや、業務転換コストの削減
工程とアクティビティ標準化されていくことで、社員共通の形あるナレッ
ジとして業務パターンを蓄積できます。

業務過誤の防止
業務過誤が発生しそうな箇所を特定でき、議論できます。

ケース１…一人でやってしまうと間違いを起こしやすい連続した業務

ケース２…アクティビィティ間が２つのロールに分かれている時

ＡＢＡ

Ｂ
ロールを分割することを検討

Ａ

Ｂ

・アクティビティの切り方が適切？
－責務の切り方として適切であるか？

一人で効率的に作業をやることができないか？

・引継ぎ資料に問題がないか？
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業務モデリングの効果
＜戦略分析の成果＞

業務効率化・最適化を検討するベースとして
クリティカルセクションを見つけます。可能であれば並行性を検討します。

Ａ Ｂ Ｃ
Ｂの作業が遅く
報告が遅れ問題となる

報告

Ａ

Ｂ

Ｃ

報告

Ｂの並行処理を検討します。
業務のパターンを標準化します。

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

業務フローレベルで統一化します。（業務シナリオは異なるかもしれない）

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ
Ａ Ｂ Ｃ

32

業務モデリングの効果
＜戦略分析の成果＞

• 統一化された業務フローのレベルで、各業務に共通
的なアクティビティを抽出マークをつけます。これによ
り、業務共通アクティビティの整理が可能となります。

Ａ Ｂ Ｃ

Ｘ Ｙ Ｃ

Ｓ Ｂ Ｃ
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33

業務モデリングの効果
＜戦略分析の成果＞

• 類似するアクティビティの共通点を取り出し抽象アクティビティ
を作成します。たとえば、XとSはMの一種だと分析すると抽象

アクティビティＭを作成し、抽象マークをつけ他と類別し、別途
クラス図の汎化関係により説明します。

Ａ Ｂ Ｃ

Ｘ Ｙ Ｃ

Ｓ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

M Ｙ Ｃ

M Ｂ Ｃ

A

A

M

S X

SとXは、Mの一種であることを
示す汎化関係（UMLクラス図）

34

業務モデリングの効果
＜ＩＴ化の成果＞

• 効率的な単位でIT化に結びつけます。

A

B

C

ED

既存のシステム化範囲

A

B

C

ED

最適化後のシステム化範囲
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業務モデリングの効果
＜ＩＴ化の成果＞

• システム開発は工程別、アクティビティ別に類
別されます。共通的なアクティビティ共通部品と
して開発されます。

Ａ Ｂ Ｃ

M Ｙ Ｃ

M Ｂ Ｃ

A

A

X工程 Y工程 Z工程

分析当初分析当初分析当初分析当初
１３１３１３１３サブシステムサブシステムサブシステムサブシステム

戦略分析後戦略分析後戦略分析後戦略分析後
６６６６サブシステムサブシステムサブシステムサブシステム

Ａ Ｂ Ｃ

M Ｃ

M Ｂ Ｃ

A

A

X工程 Y工程 Z工程

Ｙ

36

業務モデリングの効果
＜ＩＴ化の成果＞

• オブジェクト（概念的なもの）という単位で作成された分析モデル（戦略フェー
ズで作成されるクラス図）を頼りに、アクティビティをオブジェクトの操作とし
て整理します。
– 業務構造をそのままソフトウェア構造に反映（分かりやすい）。
– 保守の単位が明確になりやすい。
– 複数のシステムの中でオブジェクトの再利用が進み、見通しのよい無駄のない

システムが構築可能

Ａ Ｂ Ｃ

M Ｃ

M Ｂ Ｃ

A

A

X工程 Y工程 Z工程

Ｙ

H F D

G D

G F D

A

A

E

Ⅰ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅲ

記号 ・・・オブジェクト単位

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

ⅡⅢ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
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発送する

商品在庫を確
認する

注文を受け付
ける

請求書を送付
する

注文をクローズ
する

納品を確認する

支払いを確認
する

経理経理経理経理営業営業営業営業在庫在庫在庫在庫センターセンターセンターセンター

Ｃ
工
程

Ａ
工
程

Ｂ
工
程

システムシステムシステムシステム

Ｚ
シ
ス
テ
ム

システム設計への流れ

• システム側に着目して、業務との入出力を明らかにします。

どのような項目を
どのようなフォーマット
で出力しているか

どのような項目を
どのような画面で
で入出力しているか

38

システムシステムシステムシステム

Ｚ
シ
ス
テ
ム

ユースケース図の作成

• 参照、入出力ごとにユースケースとし、ユースケースモデルを作成します。
• アクティビティ図には、ユースケースIDと、ユースケース名（スペースがあれば）を入

れます。

UC001:XX帳票を出力する

UC002:XXを実行する

UC001

UC002

XXX
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39

ユースケース図の作成

• ユースケース図の単位

– サブシステム

• コンテキスト・ユースケース図

– ３つのシステムをまとめた概念的なシステム境界

40

サブシステム

• サブシステムは、完結したサービスを提供する単位をいいます。
– 旧来のものよりも粒度は小さめ
– 必ず、外部外部外部外部からのからのからのからの明確明確明確明確ななななサービスサービスサービスサービスのののの窓口窓口窓口窓口ををををインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースとして持ちます。

• java の場合は、パブリックスコープのクラスをFacadeとして用意し、常にそこからアク
セスする（他のクラスはパッケージスコープ）グループをサブシステム（コンポーネン
ト）、パブリッククラスに誰でもアクセスできるグループを普通のパッケージ

パッケージサブシステム
1..*1

サブシステム
１．ユーザから見たサービスの単位をグループ化
２．共通アーキテクチャ、共通部品

機能サブシステム

機能サブシステム

機能サブシステム

機能サブシステム

共通アーキテクチャサブシステム

共通部品 共通部品 共通部品
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サブシステムビュー

パッケージサブシステム
1..*1

コンポーネント
1..*1

• サブシステムは、論理パッケージ(UMLのパッケー
ジ)にマッピングされます。

(Javaパッケージ)

42

コンテキスト・ユースケース図

概念的なシステム

Aサブシステム

基幹

Use Case1Use Case1Use Case1Use Case1

Use Case2Use Case2Use Case2Use Case2

Use Case3Use Case3Use Case3Use Case3

Act or1Act or1Act or1Act or1

Act or2Act or2Act or2Act or2

イメージ
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ユースケース記述の作成

• 参照、入出力ごとにユースケースとし、ユースケースモデルを作成します。
• アクティビティ図には、ユースケースIDと、ユースケース名（スペースがあれば）を入

れます。
• ユースケース記述が画面単位、帳票単位でOK

UC001:XX帳票を出力する

UC002:XXを実行する

XXX

画面帳票イメージ

UC001:XX帳票出力ユースケース

概要
事前条件
イベントフロー
事後条件

概念モデル編

Ｌｅvｅｌ１ コンセプチャルレベル

（（（（参考参考参考参考））））未完成未完成未完成未完成

注注注注））））現段階現段階現段階現段階ではではではでは、、、、例題例題例題例題がががが不適切不適切不適切不適切ですですですです
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情報構造モデル（クラス図）

•• 33段階段階段階段階にににに抽象度抽象度抽象度抽象度をををを分類分類分類分類段階段階段階段階にににに抽象度抽象度抽象度抽象度をををを分類分類分類分類
– なぜなぜなぜなぜ

• ユーザナレッジユーザナレッジユーザナレッジユーザナレッジをををを無理無理無理無理なくなくなくなく吸収吸収吸収吸収できるできるできるできる
• コンセプチャルレベルコンセプチャルレベルコンセプチャルレベルコンセプチャルレベルをををを持持持持つことでつことでつことでつことで、、、、概念構造概念構造概念構造概念構造をををを分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすいレベルレベルレベルレベルでででで視覚化視覚化視覚化視覚化・・・・合意合意合意合意できるできるできるできる

– Level１１１１
• レベル…コンセプチャル
• 用途 …現状分析モデル
• 説明

– 汎化、関連、集約などの関係を使って用語語彙の関係意味構造を表したもの。

– Level２２２２
• レベル…仕様
• 用途 …現状分析モデル、戦略分析モデル、システム分析モデル
• 説明

– クラスの責務を表現するために必要とされるキーや主な属性を割り付ける。また、責務を表す操作も微量ながら割り付ける。

– Level3

• レベル…実現
• 用途 …システム設計モデル
• 説明

– データモデル
» データベースの論理設計につなげるため、主キー、副キーの明確化、すべての属性の洗い出しを行う。

– 設計モデル
» 属性と操作について、実装アーキテクチャを意識した構造として割り付ける。また、実装アーキテクチャを意識した最適なクラス

構造に変更する。

ビジネスビジネスビジネスビジネス
コンセプチャルコンセプチャルコンセプチャルコンセプチャル

ビジネスビジネスビジネスビジネス
仕様仕様仕様仕様

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
実現実現実現実現

ビジネスビジネスビジネスビジネス担当者担当者担当者担当者

ビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナ・・・・管理者管理者管理者管理者

設計者設計者設計者設計者

実装者実装者実装者実装者

46

業務概念の整理

• アクティビティ図

– 業務処理をフロー（モデル）化したもの

– アクティビティ図は、業務処理の変更に影響されや
すい。業務処理が変わっても変化しにくいものをと
らえると、より業務を理解しやすくなります。

• 業務概念

– 業務に存在する普遍的な「概念」のこと

– 業務概念の例

• 検体、検査、顧客、検査項目
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業務概念＝オブジェクト

• 業務概念とはオブジェクトの事

• オブジェクトの見つけ方

–名詞や名詞句、動詞に着目する
• 目に見える概念

–検体、病院、報告書、顧客

• 目に見えない概念

–セクション、グループ、測定原理

48

業務概念＝オブジェクト

• オブジェクトの考え方

– オブジェクトは、目に見えるもの、目に見えないも
のがあります。

– オブジェクトは、同じ性質を持つオブジェクト（概念）
がいくつか存在します。

慶応病院

溝口病院

東京医大病院

Aさんの検体

Bさんの検体

Cさんの検体

オブジェクトはUMLでは

下線を引いて表します。
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業務概念＝オブジェクト

• クラス

– オブジェクトの同じ性質を定義したもの

– オブジェクトの設計図と考えます

– オブジェクトはクラスの実体です

Aさんの検体

Bさんの検体

Cさんの検体

慶応病院

溝口病院

東京医大病院

病院 検体

クラスクラスクラスクラス オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト クラスクラスクラスクラス オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト

生成生成生成生成
生成生成生成生成

50

関連

• オブジェクトには関係があります。
• 実は、「佐久間さんの検体」とは、佐久間さんという被

験者と、検体との関係を表す概念です。

a検体

a検体

a検体

Aさん

Bさん

Cさん

オブジェクト間の関係
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関連

• オブジェクトの関係は、クラス（オブジェクトの設計書）
として表すことができます。

• これをUMLでは関連といいます。

• 関連は、オブジェクト間の関係の可能性を示します。

• オブジェクト間の関係をリンクと呼びます。

a検体

a検体

a検体

Aさん

Bさん

Cさん

検体被験者 クラスで示す関係（関連）

オブジェクト間の関係（リンク）

52

関連の多重度

• 関連は多重度を持ちます。（クラスに書く）

• たとえば被験者は複数の検体を持つことがあります
が、検体のない被験者は存在しません。一方、検体
が存在するということは、かならず被験者とリンクして
いるはずです。

a検体

a検体

佐久間さん

中浦さん

検体被験者 クラスで示す関係（関連）

オブジェクト間の関係（リンク）

1 1..＊

a検体

アスタリスクはN個の意味
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多重度の表記

B
AAはかならず１個のBとリンクする

1

A
B

＊
AはいくつかのBとリンクする

A B
1..＊

Aは1個以上のBとリンクする

A B
0..＊

Aは0個以上のBとリンクする

• Aから見たB

A B
３

Aは3個のBとリンクする

54

関連の多重度（応用）

• 下記のモデルは、検体を持たない被験者の存在を許
すことを表します。

• 関連の多重度

– オブジェクト同士のリンクの可能性と制約を示すものです。

a検体

a検体中浦さん

検体被験者 クラスで示す関係（関連）

オブジェクト間の関係（リンク）

1 0..＊

a検体

神谷さん

佐久間さん
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関連の意味付け

• 関連名をつけることで関連の意味を深めることがで
きます。

• ロール名をつけることで、参照先のオブジェクトから
参照元のオブジェクトの役割を明確にすることができ
ます。

検体被験者
1 0..＊検査する

検体持ち主 採取検体

関連名
ロール名

56

集約

• 集約は関連の特殊系

– 全体部分を表します。

– 部分は全体の構成要素と
なります。

– 検体準備というクラスは、
融解、攪拌（かくはん）、遠
心という準備要素で構成さ
れています。

<<work>>
検 体 準 備検 体 準 備検 体 準 備検 体 準 備

融 解融 解融 解融 解 攪 拌攪 拌攪 拌攪 拌 遠 心遠 心遠 心遠 心
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汎化

• 関係の一種が汎化です

– 下記は、検体依頼元とは、同業他社、病院、
治験メーカを抽象化（汎用化）したものです。

– 汎化は、似たようなクラス特性を見つけて定義
することが重要です

病院病院病院病院 治 験治 験治 験治 験 メー カーメー カーメー カーメー カー

検査依 頼元検査依 頼元検査依 頼元検査依 頼元

同業 他社同業 他社同業 他社同業 他社

58

集約と汎化をアクティビティ図で利用すると

商品在庫を確認する
自動車部品在庫を確認する アクセサリー在庫を確認する

自社在庫を確認する

[在庫あり][在庫なし]

本社に在庫を確認する

A氏氏氏氏 B氏氏氏氏 C氏氏氏氏 D氏氏氏氏

＝＝＝＝ ＝＝＝＝ ＝＝＝＝

• 業務チームによって作成されたアクティテビティがま
ちまちの時。どう整理するか？

• 単純にAの詳細化したものがB、C、Dか？
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アクティビティの関係

商品在庫を確認する

自動車部品在庫を確認する アクセサリー在庫を確認する

自社在庫を確認する

[在庫あり][在庫なし]

本社に在庫を確認する

A氏氏氏氏

B氏氏氏氏

C氏氏氏氏 D氏氏氏氏

図図図図６６６６

分解分解分解分解

具
体
化

具
体
化

具
体
化

具
体
化

具
体
化

具
体
化

具
体
化

具
体
化

60

クラス図として表すこと

自動車部品在庫
を確認する

アクセサリ在庫
を確認する

自社の商品在庫
を確認する

商品在庫を
確認する

本社に在庫を
確認する

図図図図７７７７
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クラスの中身

• クラスには、複数の属性（データ）と複数の操作を
定義することができます。中段に属性リスト、下段
に操作リストを書きます。

検 体検 体検 体検 体

- 検体ID:  

+ 検体情報を返却する() : void

コ ン トロ ー ルコ ン トロ ー ルコ ン トロ ー ルコ ン トロ ー ル 検体検体検体検体

- 期待値:  

ス タ ン ダー ドス タ ン ダー ドス タ ン ダー ドス タ ン ダー ド 検体検体検体検体

- 期待値:  
- 濃度値:  

検 査依 頼検 査依 頼検 査依 頼検 査依 頼 ::: :: :: :
採取 検体採取 検体採取 検体採取 検体

- 採取量:  

材 料材 料材 料材 料

1

概念モデル編

Ｌｅvｅｌ２ 仕様レベル

注注注注））））現段階現段階現段階現段階ではではではでは未完成未完成未完成未完成ですですですです。。。。
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概念モデル編

Ｌｅvｅｌ３ 実装レベル

注注注注））））現段階現段階現段階現段階ではではではでは未完成未完成未完成未完成ですですですです。。。。

モデリングガイドライン
＜＜ディスカバリーモデル＞＞

未完成未完成未完成未完成ですがですがですがですが下記下記下記下記のののの
作成作成作成作成ガイドラインガイドラインガイドラインガイドラインとなりますとなりますとなりますとなります

問題分析ツリー

システム基本要求
（こうあるべき論）

問題解決リスト

ビジョン分析ツリー
ビジョン反映リスト



33

65

業務改善リストの作成

• 現状の問題
– 現状のシステムの問題を簡潔に書く

• 改善方法
– 改善方法について簡潔に書く

• 種別（業務 or システム or 両方）
– 業務の改善かITシステムの改善か、両方関係しているか

• 関係部署
– どの部署の改善であるか

• リスク
– 改善に関わるリスクを記入

• 重要度（全体を見通した後記入）
– どの程度重要かのランク付け

• A(最重要)、B(重要)、C(普通)

• 改善コスト（全体を見通した後記入）
– 改善を実施する上でのコスト（時間・工数）

• Ａ（すぐにやれる）、Ｂ（低コスト）、Ｃ（中コスト）、Ｄ（高コスト）

66

改善内容

• 他部署との業務用語の標準化・統一化

• 視覚的な業務モデルを作成し利用する

• わかり辛い作業方法のやり方を改善する

• 非効率的な作業を見つけて効率化を図る
– 自部門だけで解決できるもの

– 他部門も含めて解決しなければならないもの

– システム化すべきもの
• 業務担当者とシステム担当者の問題に対する相互理解が必須

• 使いづらいシステムに対する改善要求

• システムの統一化によるコスト削減
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業務改善リスト

改
善
期
間

関連資料決
定
優
先
度

コ
ス
ト

重
要
度

リ
ス
ク

関係
部署

種
別

改
善

方
法

現状の

問題点

業務改善リストにより、最小コストで、最大効果を得るための道筋を見つける
重要で、すぐに出来るものから

できるものは即実施

68

問題分析・業務改善の流れ

１．既に明らかな問題点と改善方法により、業務
改善リストを作成する

２．問題分析ブレーン・ストーミングを実施

３．問題改善ブレーン・ストーミングを実施

４．２と３の結果により、業務改善リストの見直し、
追加を行う

５．業務改善スケジュールを作成する

６．改善された後の業務フロー、概念モデルを再
作成する
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問題分析と問題改善を考える

問題点をカードに
記入する

現状の問題点
を考える

問題点を分類する

汎化的問題か
？

集約的問題か
？

本質的な問題を
見つける

相 関図を書く

既に作成された問題に対
する解決策を考える

解決策をカード
に記入する

問題カードに関
係付け

解決策に対するリスクカード
を関係付け

解決策に対するリスク
（実施問題点）を考える

問題分析問題分析問題分析問題分析ブレーンブレーンブレーンブレーン・・・・ストーミングストーミングストーミングストーミング 問題改善問題改善問題改善問題改善ブレーンブレーンブレーンブレーン・・・・ストーミングストーミングストーミングストーミング


